＜戦争阻止労働者行動に向けて＞

2003年5月1日、サンフランシスコのＩＬＷＵ大会で、イラク戦争と占領の終結を求める決議が採択されたがゆえに、
ＩＬＷＵは、血塗られた戦争と帝国主義的支配のための占領に反対して、労働組合のリーダーシップを担って闘ってきたがゆえに、
多くの労働組合と大多数のアメリカ人民が、イラクとアフガニスタンに対する2大政党の不正義の戦争に反対しているに関わらず、民主党と共和党は戦費を放出し続けているがゆえに、
イラク、アフガニスタン戦争に反対して、世界中で数百万人の人民がデモ行進をしてきたが、今だに戦争の終結をさせ得ていないがゆえに、
ＩＬＷＵは、以下のような歴史的な港湾直接行動を担ってきたがゆえに、

１）1978年のチリ軍事独裁への爆弾貨物や、1981年のエルサルバドル軍事独裁への軍用貨物の荷積みを、ローカル１０が拒否したように、

２）限定的ではあるが、如何に戦争に反対するかの輝かしい例証として、2007年5月19日のオークランド港ＳＳＡに対する教員組合の反戦ピケットラインを越えなかったように、

中東での戦争の拡大は、アメリカによるイラン空爆、シリアや不安定化するパキスタンへの軍事侵攻の危機へと転化しているがゆえに、
以下、決議する。

イラク、アフガニスタンの戦争と占領を直ちに停止し、中東からアメリカ軍の即時撤退を要求して、アメリカの労働組合と労働者民衆により一層強力な闘いを呼びかけ、国際的な結集も目指して、2008年5月1日、24時間、「平和なければ労働なし」休暇闘争として、労働者自身による抵抗を組織する時が来た。

さらに以下決議する。

ＩＬＷＵのこの明快な呼びかけは、きっぱりと血塗られた戦争に終わりを告げるため、ＡＦＬ－ＣＩＯ、ＣＷＣ及び我々の加盟する国際労働者組織に対し、連帯行動の緊急アピールとして送付される。
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